
2016年（平成28年）4月1日～2016年（平成28年）9月30日

中間期ディスクロージャー誌

選べる4つのプランでパワーアップ！
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本資料において掲載してある計数は、下記のとおり表示して
おります。
金額
　単位未満を切り捨てて表示しているため、掲載金額の合計
と表中の合計欄の金額が一致しない場合があります。
諸利回・諸比率
　小数点第3位以下を切り捨て第2位まで表示しております。
構成比
　小数点第3位以下を切り捨てて表示しているため、掲載し
ている構成比の合計が100％とならない場合があります。
主要経営諸指標・自己資本の充実の状況等における残高表示
　残高が全くない場合は「̶」表示、表示単位未満の残高が
ある場合は「0」表示、当該期に勘定科目が存在しない場合は
「／」表示しております。

本　 店

第2本店第2本店

本　 店

本店　〒380-8668
　　　長野市新田町1103番地1
　　　電話　026-233-2111（代表）

設立　昭和29年11月20日

出資金
組合員数
預金残高
貸出金残高
自己資本比率
職員数
店舗数
海外拠点
営業地域

10億57百万円
132,377人
9,254億円
2,751億円
19.27％（バーゼルⅢに基づく国内基準）
725人（男438人 女287人）
51店舗
1か所（シンガポール駐在員事務所）
長野県一円
（平成28年9月30日現在）

けんしんの概要

理事長からのメッセージ

預金・貸出金の推移

決算損益の推移

自己資本額・自己資本比率の推移

不良債権残高・不良債権比率の推移

資金運用状況

主要経営諸指標

不良債権等の情報

自己資本の充実の状況等



1

　平素よりみなさまには、長野県信用組合（けんしん）に格別のご高配を賜りまして、心から
感謝申しあげます。
　平成2８年度9月期の中間決算がまとまりましたので、ご報告申しあげます。
　ご高覧を賜り、当組合の現況をご理解いただければ幸いに存じます。

　私どもけんしんは、厳しい金融環境の下、地域経済の支援・貢献に弛まず取り組むとともに、
一層の業績向上と経営体質の強化・改善に徹してまいりました。
　その結果、上半期の業績は、預金残高が9,254億円（前年同期比1.44％増加）、貸出金残
高が2,751億円（前年同期比0.49％増加）に増加したほか、中間純利益については、過去2番
目の高水準となる2１億４７百万円を計上するなど、着実な成果をあげることができました。
　また、みなさまのご期待に沿い、平日夜間相談会（いろいろ相談会）の毎週開催をはじめと
する顧客サービスの向上、経営支援・地方創生のための積極的取組み、シンガポール駐在員
活動の活性化、その他経営全般の合理化あるいは新システムの導入、新商品の開発等、役職員
あげて取り組んでまいりました。
　一方、老朽化店舗の建て替えを順次進め、飯田支店が10月に移転オープンしたほか、山ノ内支
店の建替計画も来年5月の新築開店に向けて8月から仮店舗での営業を開始いたしました。
　改めてみなさまのご支援に対しまして、衷心よりお礼を申しあげます。

　今後、下半期におきましても、全力で地域の魅力をプロデュースし、地域社会の発展に尽くし
てまいります。
　みなさまにおかれましては、今後ともご愛顧を賜りますよう心からお願い申しあげます。

　平成28年10月

理事長からのメッセージ



預金・貸出金の推移
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預金 貸出金
　個人定期預金・定期積金「夢パレット」を主体とした個人預金及び
法人預金の拡大に努めた結果、前年同期比131億円増加して残高
は9,254億円となりました。

　医療関連融資、国際支援融資、保証協会付融資を主体とした事業
性融資及び個人ローンへの積極的な取り組みの結果、前年同期比
13億円増加して残高は2,751億円となりました。
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（注）９月期は、４月から９月までの６か月間の計数を記載しております。

経常利益

当期純利益・中間純利益

2,9932,993

　業務純益は、前年同期比９億５３百万円減益の
２７億９０百万円となりました。市場金利の低下に
よる影響を受け、貸出金利息、有価証券利息配当金
が減少したことに加え、国債等債券売却損益が減少
したことが主な要因として挙げられます。

　中間純利益は、経常利益の減益を受け、前年同
期比２億９６百万円減益の２１億４７百万円となり
ました。中間決算ベースでは過去最高益となった
平成２７年９月期の２４億４４百万円に次ぐ水準と
なりました。

決算損益の推移

　経常利益は、前年同期比４億３０百万円減益の
２９億９３百万円となりました。与信関連費用のうち、
個別貸倒引当金繰入額が減少したものの、業務
純益が減益となったことが主な要因として挙げられ
ます。
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　不良債権は、残高（金融再生法ベース）が８０億
1６百万円（前期末比４億６３百万円増加）となりま
した。また、総与信残高に占める比率は2.９０％と
なり、前期末に比べ0.１８ポイント悪化しました。
（部分直接償却を実施した場合の不良債権の額は
6２億７７百万円となり、不良債権比率は2.2８％
となります。）

不良債権

資金運用状況 貸出金業種別構成比
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自己資本額・自己資本比率の推移

不良債権残高・不良債権比率の推移（金融再生法ベース）

資金運用状況
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●預け金（無利息分除く）
●国債
●地方債
●政府保証債・公社公団債
●金融債
●事業債
●株式
●その他の証券
●その他
●貸出金

　合計

貸出金
（平成28年9月期）

資金運用勘定
（平成28年9月期）
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有価証券運用は、安全性の高い債券
を主体に運用しております。

貸出金の業種別残高構成比は次の
とおりになっております。

●製造業
●農林漁業
●鉱業、採石業、砂利採取業
●建設業
●電気、ガス、熱供給、水道業
●情報通信業
●運輸業、郵便業
●卸売業、小売業
●不動産業
●物品賃貸業
●学術研究、専門・技術サービス業
●宿泊業
●飲食業
●生活関連サービス業、娯楽業
●教育、学習支援業
●医療、福祉
●その他のサービス
●その他の産業
●地方公共団体
●個人

　合計

2.60
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不良債権比率
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　自己資本比率は、過去２番目となる中間純利益
を確保したことを受けて自己資本額が増加したも
のの、リスク･アセットが増加したため、１９.２７％
(前期末比０.１０ポイント低下)となりました。
　当組合の自己資本比率は国内基準の４％はもと
より、国際基準の８％を大幅に上回っており、経営
の健全性・安定性は十分確保しております。

自己資本比率とは、金融機関の体力を示す最も重
要な指標であり、損失が発生する可能性のある資
産総額（リスク・アセット)に対する、自己資本（返済
の必要がない資本)の割合を示しています。この比
率が高いほど、自己資金が豊富にあり経営基盤が
しっかりしているといえます。
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（注）　バーゼルⅢに基づく国内基準による値を記載しております。
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平成27年9月期 平成28年3月期

現金
預け金
有価証券
貸出金
その他資産
有形固定資産
無形固定資産
債務保証見返
貸倒引当金
（うち個別貸倒引当金）
資産の部合計

預金積金
その他負債
賞与引当金
役員賞与引当金
退職給付引当金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
偶発損失引当金
繰延税金負債
債務保証
負債の部合計

出資金
　普通出資金
利益剰余金
　利益準備金
　その他利益剰余金
　　特別積立金
　　中間（当期）未処分剰余金
組合員勘定合計
その他有価証券評価差額金
評価・換算差額等合計
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

11,243
40,686
670,018
273,812
3,304
15,577
1,326
672

△4,220
（△3,490）
1,012,421

912,256
2,304
393
̶

1,694
36
45
63

10,015
672

927,482

1,058
1,058
52,967
1,058
51,909
49,461
2,448
54,025
30,913
30,913
84,939

1,012,421

8,865
43,353
673,805
275,174
17,998
15,581
1,156
732

△4,163
（△3,384）
1,032,503

925,424
16,685
426
̶

1,717
46
38
123

6,829
732

952,024

1,057
1,057
57,007
1,057
55,950
53,801
2,149
58,065
22,413
22,413
80,479

1,032,503

10,284
37,540
678,747
276,157
3,203
15,666
1,285
676

△4,064
（△3,413）
1,019,499

914,549
3,383
394
34

1,706
41
49
97

10,499
676

931,434

1,057
1,057
54,871
1,058
53,812
49,461
4,351
55,928
32,136
32,136
88,065

1,019,499

平成28年9月期
（平成28年9月30日現在）（平成27年9月30日現在） （平成28年3月31日現在）

貸借対照表

科　　目

（単位：百万円）

平成26年３月期

1,063
652人

1,063
673人

1,058
651人

平成26年９月期 平成27年３月期 平成27年９月期

1,058
696人

平成28年３月期

1,057
680人

平成28年９月期

1,057

経営指標の推移

16,535
5,038
4,649
3,066

867,840
264,676
608,117
929,541
55,489

9,144
3,376
3,185
2,075

889,962
266,465
640,004
966,939
65,680

18,890
7,180
6,684
4,220

890,699
270,336
668,534
995,468
87,073

9,415
3,743
3,423
2,444

912,256
273,812
670,018

1,012,421
84,939

18,652
6,643
6,139
4,347

914,549
276,157
678,747

1,019,499
88,065

725人

10,761
2,790
2,993
2,147

925,424
275,174
673,805

1,032,503
80,479

平成27年9月期

経常収益
　資金運用収益
　　貸出金利息
　　預け金利息
　　有価証券利息配当金
　　その他の受入利息
　役務取引等収益
　　受入為替手数料
　　その他の役務収益
　その他業務収益
　　国債等債券売却益
　　その他の業務収益
　その他経常収益
　　償却債権取立益
　　株式等売却益
　　その他の経常収益
経常費用
　資金調達費用
　　預金利息
　　給付補塡備金繰入額
　役務取引等費用
　　支払為替手数料
　　その他の役務費用
　その他業務費用
　　国債等債券売却損
　　その他の業務費用
　経費
　　人件費
　　物件費
　　税金
　その他経常費用
　　貸倒引当金繰入額
　　株式等売却損
　　株式等償却
　　その他の経常費用
経常利益
特別利益
　固定資産処分益
特別損失
　減損損失
税引前中間（当期）純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法人税等合計
中間（当期）純利益

9,415
7,244
2,738
26

4,458
20
247
106
141

1,658
1,649

8
265
10
254
̶

5,991
492
492
0

451
40
410
36
35
1

4,405
2,504
1,720
180
606
505
81
2
16

3,423
̶
̶
16
16

3,407
984
△21
963

2,444

10,761
6,889
2,683
19

4,166
19
240
106
133

3,420
3,408
12
211
0

208
2

7,768
438
437
0

492
42
450

2,156
2,144
11

4,545
2,565
1,788
191
137
103
6
̶
27

2,993
̶
̶
15
15

2,978
787
43
830

2,147

18,652
14,343
5,480
54

8,786
21
475
214
261

3,451
3,415
36
381
12
320
48

12,513
982
982
0

918
82
836
730
728
2

9,053
5,089
3,614
348
827
595
145
2
84

6,139
16
16
52
52

6,102
1,827
△72
1,754
4,347

損益計算書

科　　目

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（ ）
平成28年9月期 平成28年3月期

平成27年４月  １日から
平成27年９月３０日まで （ ）平成28年４月  １日から

平成28年９月３０日まで （ ）平成27年４月  １日から
平成28年3月31日まで

主要経営諸指標

（単位：百万円）

平成28年９月期

平成28年3月期比 うち評価損うち評価益評価損益貸借対照表計上額

有価証券の状況

̶
2,150
2,150
79

1,081
988

14,929
32,994
47,923
1,094
36,359
10,469

△372
△13,436
△13,808
△508
△340

△12,959

平成28年3月期比
△86

△4,854
△4,941
△1,080
8,332

△12,194

102,302
571,503
673,805
3,450

515,810
154,544

14,929
30,843
45,773
1,015
35,277
9,480

（注）「評価損益」は、平成28年9月末時点の帳簿価額と市場価格等に基づく時価との差額を計上しております。

種類別

保有目的別
満期保有目的
その他有価証券

株式
債券
その他

合計

（資産の部）

（負債の部）

（純資産の部）

経常収益
業務純益
経常利益
中間純利益（３月期は当期純利益）

預金積金残高
貸出金残高
有価証券残高
総資産額
純資産額
出資総額
職員数

利益

残高

4
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※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

平成28年
９月期

平成28年
３月期

5

平成28年９月期

自己資本の構成に関する開示事項

（注）　自己資本比率の算出方法を定めた「協同組合による金融事業に関する法律第6条第1項に
おいて準用する銀行法第１４条の２の規定に基づき、信用協同組合及び信用協同組合連合会
がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するため
の基準（平成１８年金融庁告示第２２号）」に基づき算出しております。
　なお、当組合は国内基準を採用しております。

コア資本に係る基礎項目　（１）

コア資本に係る基礎項目の額　　　　　　　　　（イ）

コア資本に係る調整項目の額　　　　　　　　　（ロ）
自己資本
自己資本の額（（イ）－（ロ））　 　　　　　　　　  （ハ）
リスク・アセット等　　　　（３）
信用リスク・アセットの額の合計額

リスク・アセット等の額の合計額　　　　　　  　 （ニ）
自己資本比率
自己資本比率（（ハ）／（ニ））

オペレーショナル・リスク相当額の合計額を
８パーセントで除して得た額

コア資本に係る調整項目　（２）

うち、出資金及び資本剰余金の額
うち、利益剰余金の額

うち、一般貸倒引当金コア資本算入額
うち、適格引当金コア資本算入額

うち、のれんに係るものの額

うち、経過措置によりリスク・アセットの額に算入
される額の合計額

資産（オン・バランス）項目

オフ・バランス取引等項目

うち、無形固定資産（のれん及びモーゲージ・
サービシング・ライツに係るものを除く。）

うち、のれん及びモーゲージ・サービシング・ライツ
に係るもの以外の額

うち、外部流出予定額（△）
うち、上記以外に該当するものの額

普通出資又は非累積的永久優先出資に係る
会員勘定の額

コア資本に係る基礎項目の額に算入される
引当金の合計額

無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係る
ものを除く。）の額の合計額

58,065

1,057

̶

805

58,871

58,536

502

502

̶

278,898
278,650

303,650

19.27％

502

502

24,752

248

̶

̶

334

334

334

805

57,007
̶

（単位：百万円）

経過措置による不算入額

自己資本の充実の状況等

区分

流動性預金
定期性預金

調達勘定合計○

金利リスク量
平成28年９月期

調達勘定

アウトライヤー基準に基づく金利リスク

（単位：百万円）

（単位：百万円）

金利リスクに関する事項

　金利ショックに対する
　経済価値の低下額○

金利ショックに対する
経済価値の低下額「金利リスク」○
　　　　（22,476百万円）

運用勘定の金利リスク量○
（22,934百万円）

調達勘定の金利リスク量○
（△457百万円）

＝ ＋

金利リスク（アウトライヤー基準）

22,476

平成28年９月期

区分

貸出金
有価証券等
預け金
運用勘定合計○

金利リスク量
平成28年９月期

672
22,238

23
22,934

△236
△220

△457

運用勘定

　金利リスクの自己資本の額に対する比率は、バーゼルⅢに基づく国内基準で38.39%となります。
　今後も当組合は、収益性を考慮しつつ金利リスクの軽減に努めるとともに、経営体力強化の
ために利益の積み上げによる自己資本の増強を図ります。

A B C

CB

（単位：百万円、％）リスク管理債権及び同債権に対する保全額
区分

破綻先
債権

延滞債権

3か月以上
延滞債権

貸出条件
緩和債権

合計

47  （

残　高
（A）

担保・保証等
（B）

貸倒引当金
（C）

保全率
｛（B＋C）／A×100｝

0.01）
14  （ 10

10

78
78

36
4
72
8

100.00
100.00

100.00
100.00

3,194
3,194
3,604
3,604

3,359
1,659
3,295
1,626

93.67
91.65
92.93
90.88

̶ ̶ ̶

299
299
271
271

67
67
43
43

75.11
75.11
74.62
74.62

3,504
3,504
3,953
3,953

3,463
1,730
3,411
1,679

92.51
90.27
92.09
89.91

0.00）
150  （0.05）
86  （0.03）

6,995  （2.53）
5,295  （1.92）
7,424  （2,69）
5,756  （2.10）

̶  （ ̶  ）

̶  ）
̶ ̶ ̶̶  （

̶  （

̶  ）
̶ ̶ ̶̶  （
̶ ̶ ̶̶  ）

489  （0.17）
489  （0.17）
421  （0.15）
421  （0.15）

7,532  （2.72）
5,799  （2.11）
7,996  （2.90）
6,264  （2.29）

残高（　）内は、貸出金残高に占める比率

平成28年
９月期

平成28年
３月期

金融再生法開示債権及び同債権に対する保全額

平成28年
９月期

平成28年
３月期

平成28年
９月期

平成28年
３月期

部分直接償却について
　当組合は、部分直接償却を実施しておりません。部分直接償却を実施した場合は、表記（※印の
ついた行）のとおりとなります。
　部分直接償却とは、自己査定により回収不可能又は無価値と判定された担保・保証付債権等
について、債権額から担保の評価額及び保証による回収が可能と認められる額を控除した残額
（Ⅳ分類債権額）を回収不能見込額として、債権額から直接減額することです。

各
区
分
ご
と
に
参
考
数
値
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

不良債権等の情報

（単位：百万円、％）

268,076
268,076

269,486
269,486

区分

破産更生
債権及び
これらに
準ずる債権

危険債権

要管理
債権

不良債権
合計

正常債権

合計

3,536  （

残　高
（A）

担保・保証等
（B）

貸倒引当金
（C）

保全額
（D＝B＋C）

保全率
（D／A×１００）

貸倒引当金引当率
｛C/（A-B）×１００｝

1.27）
1,796  （ 240

1,980

233
1,972

3,536
1,796
3,632
1,893

100.00
100.00

100.00
100.00

1,422
1,422
1,402
1,402

3,084
3,084
3,436
3,436

76.28
76.28
72.76
72.76

67
67
43
43

367
367
314
314

35.72
29.01
29.01

3,470
1,730
3,418
1,679

6,988
5,248
7,384
5,645

86.02
75.42
84.40
72.66

1,555
1,555

1,660
1,660

1,662
1,662
2,034
2,034
299
299
271
271

3,517
3,517
3,966
3,966

100.00
100.00

100.00
100.00
87.46
87.46
86.75
86.75

75.11
35.7275.11

74.62
74.62
92.53
90.29
92.11
89.93

0.65）
3,632  （ 1.31）
1,893  （ 0.69）
3,526  （ 1.27）
3,526  （ 1.28）
3,961  （ 1,43）
3,961  （ 1.44）
489  （ 0.17）
489  （ 0.17）
421  （ 0.15）
421  （ 0.15）

7,552  （ 2.72）
5,812  （ 2.11）
8,016  （ 2.90）
6,277  （ 2.28）

275,299
277,039

276,092
274,353

残高（　）内は、総与信残高に占める比率

平成28年
９月期

平成28年
９月期

平成28年
３月期

平成28年
３月期

平成28年
９月期

平成28年
３月期

資金運用利回
経費率
資金調達原価率
総資金利鞘
預貸率（末残）
預証率（末残）
業務収支率

平成27年9月期 平成28年3月期

諸利回・諸比率 （単位：％）

1.56
0.98
1.09
0.47
30.01
73.44
59.08

1.53
1.00
1.11
0.42
30.19
74.21
63.64

平成28年9月期
1.44
0.99
1.08
0.36
29.73
72.81
73.55

項目

A

●お問い合わせ先
　〒380-8668  長野市新田町1103番地1
総合企画部　TEL.026-233-2111㈹
［ホームページ］ http://www.naganokenshin.jp
［E - m a i l］ nkenshin@naganokenshin.jp



※金利は金融情勢により変更となる場合があります。
※店頭またはホームページでご返済額を試算いただけます。
※審査の結果、ご融資できない場合がございます。

●詳しくは店頭またはホームページをご覧ください。

条件の異なる
4つのプランを同時審査

セレクト2セレクト1

セレクト3 セレクト4

べる選べるる444つのプランでパつつのプランでパパワワワーアアアアッッップププ！ププ選べる4つのプランでパワーアップ！選べる4つのプランでパワーアップ！


